




















































































































































表　題 冊数 見返題 表装 法量
（縦 × 横）
丁数
1 1 住山記 一冊 諸嶽山總持禅寺住
山記妙髙菴派
紙表装、折本 32.4×18cm 七六折
2 2 住山記 一冊 紙表装、折本 33.4×21.5cm 四九折
3 4 住山記 一冊 紙表装、折本 36.3×19cm 六折
4 5 住山記 一冊 紙表装、折本 32.2×21cm 二三折
5 7 住山記 一冊 紙表装、折本 34×20.5cm 八折
6 6 住山記 一冊 紙表紙、袋綴 27.8×20cm 七八丁
7 8 諸 嶽 山（ 破
損）
一冊 紙 表 紙（ 破
損）、袋綴
24×17.5cm 五八丁
8 11 住山記 一冊 紙表紙、袋綴 24.7×18cm 一七丁
9 20 諸 嶽 山 惣 持
禅寺住山記
一冊 紙表紙、袋綴 24.1×18.5cm 三四丁
10 24 諸 嶽 山 惣 持
禅寺住山記
一冊 紙表紙、袋綴 24.9×18.5cm 三八丁
(7)
總持寺祖院蔵『住山記』について（１）









新 冊 ニ 写 替 不 用 分 根 本
也（表紙）。巻６（2579b
～ 2866） 巻 7（2867 ～
3033）總持寺本と同一
元 和 四（1618） 年 九









の 3034 世 は、 總 持 寺 で








（ 表 紙 ）。 巻 10（3900 ～
4430）總持寺本の一部
寛 永 十 七（1640） 年








正 保 四（1647） 年 八















③（ 表 紙、 通 し 番 号 ）。









④（ 表 紙、 通 し 番 号 ）。







⑧（ 表 紙、 通 し 番 号 ）。
巻 16（6166 ～ 66459）總
持寺本の後半、冊子本。
世代が一つずれる。總持
































表　題 冊数 見返題 表装 法量
（縦 × 横）
丁数
11 31 住山記 一冊 紙表紙、袋綴 24.6×18cm 五一丁





12-2 39 住 山 記 抜 書
（仮）
一紙 表紙なし 23.9×36.5cm 一紙





13 35 住山記 一冊 紙表紙、袋綴 24.4×18cm 四四丁
14 * 住山記（仮） 一冊 表紙なし、袋
綴
28×20cm 四丁
































掲載年次 人数 世代 書写者 備考及び總持寺『住山記』
との関係








巻 78(22403 ～ 22702）總
持寺本と同一、冊子本






巻 81(23273 ～ 23532）總
持寺本の前半、冊子本






巻 81(23273 ～ 23532）總
持寺本の一部、12-1 の一
部（23315 の誤り）






巻 81(23273 ～ 23532）總
持寺本の後半、冊子本








































































表　題 冊数 見返題 表装 法量
（縦 × 横）
丁数





22 13 諡 公 文 住 山
記
一冊 紙表装、折本 36.5×19.5cm 二二折





24 17 諡 公 文 住 山
記
一冊 紙表装、折本 37.4×20cm 一六折
25 21 諡 公 文 住 山
記
一冊 紙表装、折本 35.6×19.5cm 六折
26 23 諡 公 文 住 山
記
一冊 紙表装、折本 37.7×20cm 二二折
27 27 諡 公 文 住 山
記
一冊 紙表装、折本 37.2×20cm 一三折










30 38 諡公文 一冊 紙表装、折本 34.3×20cm 二二折
(11)
總持寺祖院蔵『住山記』について（１）
掲載年次 人数 世代 書写者 備考及び總持寺『住山記』
との関係














延 宝 八（1680） 年 三 月







113 表 紙 に「 宝 永 元（1704）
年 四 月 十 六 日 ～ 正 徳 四
（1714） 年 二 月 十 八 日 」
とあるも、前欠にて宝永
三年三月九日から



































表　題 冊数 見返題 表装 法量
（縦 × 横）
丁数
31 16 山居住山記 一冊 紙表装、折本 33.6×20cm 一九折
32 18 山居住山記 一冊 能州諸嶽山惣持禅
寺山居住山記
紙表装、折本 37×20cm 一二折
33 22 山居住山記 一冊 諸嶽山惣持禅寺山
居住山記
紙表装、折本 36.6×20cm 三一折
34 25 山居住山記 一冊 諸嶽山惣持禅寺山
居住山記
紙表装、折本 37×20cm 三八折
35 28 山居住山記 一冊 諸嶽山惣持禅寺山
居住山記
紙表装、折本 35.5×20.5cm 二八折
36 33 山居住山記 一冊 諸嶽山惣持禅寺山
居住山記
紙表装、折本 36.3×20cm 四五折
37 36 山居住山記 一冊 紙表装、折本 36.8×20cm 五六折
38 37 山 居 號 貽 公
文（破損）
一冊 紙表装、折本 34.4×19.5cm 三五折
(13)
總持寺祖院蔵『住山記』について（１）


































マ テ 」 と あ る も、 見 返
に二名加筆あり。「二月
十七日」より。
天保六（1835）年二月七
日～慶応元（1865）年五
月十一日
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